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＜参考＞
小布施町

　https://www.town.obuse.nagano.jp/
自然電力グループ

https://www.shizenenergy.net/2018/11/27/shizen-energy-
complete-its-first-smallhydro-energy-business-in-nagano/

栗の小径（長野県小布施町） 散

昔も今も活気あふれる街　―御徒町―

＜参考＞
東京の観光公式サイト
　https://www.gotokyo.org/jp/index.html

写真　小布施松川小水力発電所

写真2　アメヤ横丁

写真1　入谷朝顔まつり

■アクセス：
　●JR長野駅から電車長野電鉄で約30分
　●上越JCTから上越自動車道で約60分、小布施スマートIC下車

　（公財）日本産業廃棄物処理振興センターは、2023年5月に千代田区麹町二番町から台
東区上野へ事務所を移転している。新旧の所在地である「上野」と「番町」は、江戸時代
に活躍した武士の階級によって異なる町の様相を呈している。
　「上野」は、1962年「住居表示に関する法律（住居表示法）」の施行により、1964年に「仲
御徒町」から変更された地名である。かつて「御徒町」は、江戸時代、大名が外出する際
に行列の先を歩いて先導するなどの護衛や雑用をした下級武士のうち、馬に乗ること
が許されていなかった武士「御徒」（おかち）の住まいがたくさんあった。江戸時代の中
頃になると、生活に困窮した「御徒」達は様々な副業を行った。中でも屋敷の庭を利用
した朝顔の鉢栽培が有名で、今では夏の風物詩となった入谷の朝顔まつり（写真1）の発
祥は、御徒町の徒士組が趣味と副業に始めたのが最初と言われている。
　「御徒町」は武士の町から商人の町となり、現在は駅名や店名として多く存在する。「御
徒町」駅周辺は、上野駅と繋がる活気あるアメヤ横丁（写真2）をはじめとする繁華街と
して上野経済圏を形成するまでとなった。

　小布施町は、県北部の長野盆地に位置し、周囲を千曲川など3つの川と雁田山に囲
まれた、人口約11,000人、県内で最も面積の小さい町である。小布施町では、町民、行政、
民間企業が一体となった様々な形態のまちづくりが行われてきた。
　まちづくりの一つに、今から約40年前の1980年代にスタートした「小布施町並み修
景事業」がある。古い町並みを単に保存するのではなく、元の景観に通じる要素を残
しつつ、古い建物は可能な限り再利用し、新築の建物は、建築の規模、様式、形、
色等を既存の建物群と調和するものにして、住民の生活に溶け込んだまとまりのあ
る新たな景観をつくっている。
　「栗の小径」（表紙写真）は、その一環として整備された遊歩道である。名産の栗の
間伐材が敷きつめられた、木の感触が足に優しいやすらぎの小径である。土色の壁
と瓦屋根のコントラストが情緒ある空間を生み出している。今では年間約100万人の
観光客が訪れる信州屈指の観光地となった。
　またあたらしいまちづくりとして、「小布施松川小水力発電所」（写真）が注目を浴
びている。小布施町を流れる松川から取水する用水路を活用した発電所である。町
内における自然エネルギーの利活用をテーマとした試みは、今後SDGsの取組みにも
一役担うであろう。

（表紙の写真）

場所：長野県小布施町

栗の小径

まちせお ぶ

かりたさん
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